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Tel.052(719)0191　Fax.052(721)0244
特定社会保険労務士　平林 俊一

労務管理
ワンポイント講座

第7回　国金(日本政策金融公庫)借入で
　　　　 で気をつけること

事業再生コンサルタント 鈴木廣彦

　建設業許可を取得することによるメリットに
はどんなものがあるでしょうか？
　一つ目のメリットは、税込５００万円以上の
工事（建築一式工事については、木造住宅
以外で１，５００万円以上、木造住宅では述べ
面積１５０㎡以上の工事）を請け負うことがで
きるようになることです。許可を取得することに
よって、請負金額の上限がなくなり、自由な受
注活動が可能になります。（元請工事の場合、
許可区分により下請業者に発注する金額に
制限がかかることがあります。）
　二つ目のメリットですが、対外的信用度の
向上です。建設業許可を取得したということは、
許可要件をクリアした業者であると役所から
お墨付きをもらったということであり、金融機関
や保証協会からの公的融資による資金調達
が容易になります、また、許可を取得すると、申
請の際に提出した申請書類の一部が広く一
般の閲覧に供されます。申請書類には、会社
謄本、工事経歴、経営業務管理責任者の略
歴、財務諸表等が含まれ、誰でも閲覧すること
ができます。許可業者が、自らの営業実態を
公開することにより、官公庁や民間の発注者
　

が工事を発注する前にその業者の規模、実
績、経営内容等を調査することが可能にな
るということです。優良業者にとってそれは
同時に公に向けたアピールになります。
　現状、５００万円以上（税込、建築一式の
業種は除く）の請負工事をしていないにもか
かわらず、元請業者や取引金融機関から建
設業許可の取得を促されることもあるかと思
います。元請業者にとっては、その工事が公
共工事の場合、国交省から下請には許可
業者を使用するよう指導されており、また、金
融機関にとっては、建設業者に対し、短期で
一定金額以上の融資決定をする際、軽微
な工事以上の大きな工事をする可能性を
考えます。
　「法律は守っているよ。うちは許可なんて
いらない規模でやっているからさー。そんな
に許可を取得しろって言うのであれば、もっと
金額の高い工事を発注しろよな。」と思うこ
ともあるかもしれませんが、許可取得のメリット
を考え、それぞれの立場からの要請にも配
慮して、視野を広げて経営を行っていくことも
これからは重要なのかもしれません。

　
　連絡先　田中聡行政書士事務所
　〒466-0023　名古屋市昭和区石仏町1丁目
                         　3番地第二円昭ビル３Ａ
　　TEL　052-848-9211　FAX　052-848-9212
　　　　　 E-mail:satoshi_t@kss.biglobe.ne.jp

第３回　建設業許可取得のメリットって何？

　　  行政書士　田中 聡

ビジネス許認可
ワンポイント講座

事業再生なら鈴木相談

お問合せ、ご相談はお気軽に
Tel.052-526-6506  Fax.052-526-6508 

E-mail  suzuki-hirohiko@cameo.plala.or.jp
　

補
助
金
申
請
、融
資
、求
人
、新
規
顧
客
開
拓
な
ど
の
際
に
は
自
社

の
強
み
を
相
手
や
目
的
に
合
わ
せ
て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
自
社
の
強
み
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
今
回

は
自
社
の
強
み（
知
的
資
産
）に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
に

つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
知
的
資
産
」と
い
う
言
葉
を
聞
く
と「
特
許
権
」
を
想
像
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、知
的
資
産
に
は
特
許
権
な
ど
の
知
的
財
産

権
の
ほ
か
、人
材
、経
営
理
念
、技
術
力
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
財
務

諸
表
に
は
表
れ
に
く
い
強
み
も
含
み
ま
す
。
知
的
資
産
は
企
業
競
争

力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
図
式
化
し
た
の
が
下
の 

図
１

（
経
済
産
業
省
サ
イ
ト
よ
り
引
用
）で
す
。

　

企
業
を
外
部
か
ら
見
る
と
、主
に
資
本
金
、従
業
員
数
、自
社
ビ
ル
、

機
械
設
備
な
ど
の
有
形
資
産
し
か
見
え
ま
せ
ん
。し
か
し
企
業
に
は

理
念
が
あ
り
、人
材
が
い
て
、技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

を
活
か
し
て
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。こ
の
一つ一つ
は
企
業

の
外
部
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
に
目
に
見
え
に
く
い
無
形

の
資
産
が
そ
の
企
業
に
し
か
な
い
資
産
で
あ
り
、企
業
競
争
力
の
源
泉

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
を
図
式
化
し
た
の
が
下
の 

図
２

（
近
畿
経
済
産
業
局
サ
イ
ト
よ
り
引
用
）で
す
。
近
畿
経
済
産
業
局

は
こ
の
様
子
を
氷
山
に
例
え
て
図
式
化
し
て
い
ま
す
。

　

知
的
資
産
の
イ
メ
ー
ジ
は
掴
め
た
で
し
ょ
う
か
？

次
回
は
知
的
資
産
の
種
類
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

〒462-0825名古屋市北区大曽根2-8-26
　　　　　エステイト大曽根２A
　　　E-mail：astel@mbn.nifty.com
最終学歴：中央大学法学部法律学科卒業
保有資格：行政書士、知的資産経営認定士、
　　　　京都府「知恵の経営」ナビゲーター
講師実績：日本行政書士会連合会、
　　　　三重県行政書士会、
　　　　愛知県行政書士会豊田支部など
登壇実績：知的資産経営WEEK2012 in 愛知
 　　　  知的資産経営報告書作成支援者
　　　　＆パネリスト
主な業務：補助金申請書類作成代行、
　　　　事業計画書作成代行、
　　　　知的資産経営報告書作成支援、
　　　　建設業許可申請等の
　　　　各種許認可申請、
　　　　遺言相続関連業務、
　　　　コピーライター

アステル行政書士事務所
代表 : 丹所 美紀
Tel.052-325-7160
Fax.052-325-7162

著者の紹介

　
　
中
小
企
業
経
営
に
活
か
す 

知
的
資
産 

の
活
用

         

第 

一 

回
　
自
社
の
強
み（
知
的
資
産
）と
は
？

図⒈自社の強み分類図⒉目に見えにくい無形資産

株
式

会
社

ア
ン
タ
ッ
ク
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快
挙
！

ISO
9001
14001

ダ
ブ
ル
取
得
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株
式
会
社
ア
ン
タ
ッ
ク
様
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
す

株式会社アンタック　愛知県瀬戸市
（ステンレスワイヤーロープ製造・加工業）

設立年月日　平成５年６月１８日
資本金　１，０００万円
役員　代表取締役 竹下 勇
従業員　４６名
主要な製造品・取扱品
1.ステンレスワイヤロープ
　及び 硬鋼線ワイヤロープ
2.ワイヤ端末加工品
3.コントロールケーブル
4.ウレタン樹脂関連商品
　当社登録商標：アンタロン
5.排煙窓操作金物用品
6.ワイヤ手摺関連パーツ
　タフデバイス　ロープテンショナー
7.真珠、装飾品関連付属パーツ

本社所在地　〒489-0915
　愛知県瀬戸市北浦町２丁目42番１
　Tel.0561-21-1841
　Fax.0561-21-5841
　e-mail main@antacc.com
土岐工場所在地　〒509-5312
　岐阜県土岐市鶴里町柿野1709番地153
　Tel.0572-52-1031
　Fax.0572-52-1032

こ
の
度
、平
成
２
７
年
５
月
１
５
日

株
式
会
社
ア
ン
タ
ッ
ク（
ス
テ
ン
レ
ス
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
製
造・加
工
業　

愛
知
県
瀬
戸
市
）は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）・Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
）を
ダ
ブ
ル
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
は
今
後
の
企
業
の
発
展・品
質

保
持
の
た
め
不
可
欠
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
組
織
の
活
動
、製
品・サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
、ま
た
は
間
接
的
に
与
え
る
著
し
い
環

境
影
響
や
環
境
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、発
生
を
予

防
す
る
た
め
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

要
求
事
項
を
規
定
し
た
国
際
規
格
で
環
境
へ
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と

の
証
明
に
よ
り
、認
証
取
得
し
て
い
な
い
企
業
に

比
べ
社
会
的
に
信
頼
の
お
け
る
企
業
だ
と
高
く

評
価
さ
れ
ま
す
。

今
期
株
式
会
社
ア
ン
タ
ッ
ク
は
社
員
一
丸
と
な
り

毎
週
の
勉
強
会・外
部
の
講
習
会
な
ど
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

ダ
ブ
ル
取
得
の
た
め
の
努
力
が
実
り
、指
摘
事
項

な
し
で
認
証
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客
様
の
ご
要
望
に

お
応
え
す
る
よ
う
会
社
一
丸
と
な
っ
て
高
品
質
な
製
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
お
客
様
か
ら
の

高
い
信
用
と
信
頼
を
得
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
健
全
な
企
業
を
目
指
し
ま
す
。　
　
（
社
長
談
）

  街
・は

ーと・感動
組合員様紹介

　起業・創業を増やそうとする現政権の方針を
受けて、国金は創業資金貸出に前向きです。
３００万円前後の少額貸出は、とくに問題なけ
れば積極的に支援しようという姿勢です。
１．初めから全額借入して起業するのではなく、
    一定割合の自己資金投入が要求されます。
　その自己資金が創業資金として間違いなく
　使える金であることを、貸す前に確認しようと
　します。そして、２回目の借入申し込みの時、
　その自己資金が計画通りに使用されなかっ
　たことが判明すると、その後の国金利用が
　拒絶される理由になります
２．創業時点では決算書がありませんので、調査
　に重点を置いた審査となります。法人、代表者
　、家族、保証人の既存借入・返済状況ほかの
　個人情報（ブラック情報など）が神経質に調
　査されます。
３．１回目の借入は創業・起業を増やすための餌
　のようなもので簡単ですが、２回目申し込むと
　「赤字でどうやって返済するのですか」と断ら
　れてしまうことも少なくありません。１年目は赤字
　でも仕方がないとしても、２年目は黒字の見込
　みでないと、難しいかもしれません。餌で２階に
　誘われた後すぐに梯子を外されることのない
　ように気を付けましょう。

不
動
産
登
記
を
申
請
す
る
と
必
然
的
に
税
金
が
か
か

り
ま
す
。
ま
ず
、登
記
を
申
請
す
る
と
き
に
登
録
免
許
税

が
か
か
り
ま
す
。そ
の
他
、不
動
産
取
得
税
、贈
与
税
、所

得
税
な
ど
、不
動
産
に
関
連
し
た
税
金
が
こ
れ
で
も
か
と
い

う
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

私
は
司
法
書
士
で
す
。
税
理
士
で
は
な
い
の
で
税
金
の

専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、自
ら
が
関
与
す
る
不
動
産

登
記
に
関
連
し
た
税
金
に
つ
い
て
は
、ご
依
頼
者
に
ご
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
で
き
る
限
り
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。

不
動
産
に
関
連
し
た
税
金
に
も
控
除
が
あ
り
ま
す
。
控

除
を
受
け
る
に
は
適
用
要
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
適
用
要
件
を
結
果
的
に
ク
リ
ア
す
れ
ば
控
除
が

受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、現
実
に
は
適
用
要
件
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
例
を
挙
げ
る
と
、所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と

う
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
買
う
と
借
入
金
の
年
末
残
高
の
１
％
が
所
得
税
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除
期
間
が
１
０
年
で
す
の
で
、結

果
的
に
何
百
万
の
話
し
に
な
り
得
ま
す
。
適
用
要
件
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、注
意
点
と
し
て
は
、住
宅
の
敷
地
に

係
る
借
入
金
だ
け
を
有
す
る
場
合
は
、こ
の
控
除
は
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、共
働
き
夫
婦
が
借

入
金
で
土
地
を
共
有
で
買
い
、建
物
は
夫
の
単
有
に
し
た

場
合
は
、妻
は
控
除
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
各
家
族
の
事
情
や
計
画
に
も
よ
り
ま
す

が
、建
物
も
共
有
に
し
て
、妻
も
建
物
に
つ
い
て
の
借
入
を

し
て
お
け
ば
結
果
的
に
は
得
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
も
当
然
に
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、基
本
的
に
は
お

客
様
か
ら
の
依
頼
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、

ご
自
分
の
予
備
知
識
も
必
要
と
な
る
わ
け
で
す
。

不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談
、お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

Ａ
Ｓ
Ｋ
不
動
産
入
門

司
法
書
士　
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忠
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第
４
回 

不
動
産
に
関
連
し
た
税
金
に
つ
い
て
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